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平成 26 年 
 
 
 
巻頭言 

ご挨拶 
 

航空宇宙会会長 東京大学名誉教授 加藤 寛一郎（昭和 35/3．航空学専修） 

 
 
 このたび会長をお引き受けさせていただくことに

なりました。お役に立てるか、とても心配です。どう

か、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 電話で就任を打診されたとき、弁解じみますが、『空

の黄金時代』（２０１３年東京大学出版会刊）の構成

に心奪われ、気分高揚しておりました。なぜか。つぎ

の図をご覧ください。 
 

 
 

 図はイエーガーの音速突破六ヵ月前、ＮＡＣＡのＴ

Ｎ１１９０が公表した─戦闘機ムスタングを使った

─飛行試験結果です。縦軸は翼の形状抵抗係数，横軸

はマッハ数です。あのころは誰もが、音の壁がレンガ

のように立ちはだかると信じていました。それに挑む

心意気！ 彼を囲む三人の美女！ 

 気がつくと私は、諾のご返事を差し上げておりまし

た。これは、勘のなせる業であったと考えております。

私は、勘は良い方だと自惚れています。なにしろ、名

前をカン一郎と申します。 

 よって勘の効用について、駄弁をお許しください。 

 「エレガントに軽やかに、機は高度を下げて最初の

ターンに入る。おれは目を凝らした。海からはいると

き、ちょっとした横風があたる。だがピアッジオは、

みじんのゆらめきを見せず着陸態勢をとる」 

 これは英空軍の元パイロットで、後に英国推理作家

協会賞を受賞するギャビン・ライアルの『ちがった空』

（ハヤカワ・ミステリ）の、冒頭の場面です。 

 私は長く、操縦の神業や腕の良い飛行機乗りを追っ

てきました。発端は、この「みじんのゆらめき」とい

う表現にありました。主人公はその飛び方を見て、誰 
 

 

が操縦しているか見分けるのです。これが、操縦の名

人芸について考え始めた切っ掛けでした。ここから私

は、深みに填りました。 

 しかし、大学定年後勤めた役所の会議の最中に、こ

れが虚構であることに気づきました。軽量の複葉機な

らいざ知らず、１、２キロ先を飛ぶ小型機の「ゆらめ

き」など、「目を凝らし」ても見えるはずはありませ

ん。それを読者に気づかせず、不肖飛行の専門家であ

る私まで騙す。それが作家の技量、力量だということ

に、遅まきながら気づきました。 

 私が大学定年後に果たした進歩は、この１点しか無

いのではと考えております。思えば私の本業の大半は、

誤りに基づいた思い込みから出発しました。しかし結

果的に、楽しい面白い目に会いました。我が思い込み

は、１種の勘の冴えではなかったかと、勝手に解釈す

ることにしています。 

 さて私は、五十代後半からは、人の集まりに出来る

限り顔を出さないことを、偏屈流のモットーにしてま

いりました。その私が航空宇宙会役員会のお誘いに、

うかうか乗った理由はなにか。 

 それもやはり、自慢の勘によるものではないかと考

えております。航空宇宙会の総会や講演会に出席すれ

ば、「斬界の権威、大物、血気盛んな若者たちに、予

約なしで会うことができる」ということに、本能的に

気づいたからだと思います。 

 これが、拙稿を書く羽目になった理由かと考えてお

ります。会場で皆様にお目にかかれる日を、胸ときめ

かせ、楽しみにいたしております。 

航空宇宙会だより 
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報告 

航空宇宙工学専攻・学科の近況 
 

学科長／専攻長 藤本浩司（昭和 55/3．宇宙工学専修） 
 
 当学科／専攻における近況につきまして、簡単に

ご紹介申し上げます。以下、特記しない限り日付は

平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31 日のもので

す。 

 最近の大学を取り巻く環境の変化は著しく、工学

部でも、従来の夏学期と冬学期の 2ターム制から、

近いうちに 4ターム＋サマープログラムに移行する

予定で、本学科の目標や意義を保ったままでカリキ

ュラムの大幅改定を行うことに対して苦慮している

ところです。また、マスコミでも取り上げられてい

るように、学部の入試でも推薦入試を導入する予定

です。広報活動も活発に行われており、五月祭にお

ける一般対象の研究室公開、8月の高校生を対象と

したオープンキャンパス以外に、在学生のご父母を

対象としたオープンキャンパスも数年前から実施し

ております。 

 本専攻における教育・研究活動は相変わらず活発

ですが、詳細を述べるスペースはありませんので、

ここでは、本専攻に関係する社会連携講座や寄付講

座に限定して紹介します。平成 20年 1月に設置さ

れた「JAXA 社会連携講座」については、「ロケット

エンジンモデリングラボラトリー」として顕著な業

績を挙げてその役目を昨年 3月に無事終了し、引き

続き、4月 1日より「ロケット・宇宙機モデリング

ラボラトリー社会連携講座」として、酒井信介特任

教授、石原洋史特任准教授、井上智博特任准教授

（3名とも 4月 1日着任）を中心として、関連の教

育・研究を実施しています。株式会社 IHI との連携

により平成 24年 12 月に設置された「将来航空推進

システム技術創成社会連携講座」では、渡辺紀徳教

授、岡井敬一特任准教授（平成 25年 3月 1日着

任）を中心として、また、三菱重工業株式会社から

の寄付により平成 21年 8月に設立された「航空イ

ノベーション総括寄付講座」では、鈴木真二教授を

代表として、いずれも活発に教育・研究活動を続け

ています。 

 学生や教職員の個々の活動・業績による受賞も枚

挙にいとまがありませんので、専攻のホームページ

http://www.aerospace.t.u-tokyo.ac.jp/を是非と

もご覧頂きたいと思います。特記すべきものとし

て、工学部で数年前から実施されている学生による

授業評価の結果に基づいて、Best Teaching Award

なる賞が設けられましたが、当学科では、「振動力

学」（3年推進コース対象）担当の姫野武洋准教授

が受賞しました。 

 駒場からの進学振り分けも、昨年度に引き続き、

お陰様で、今年度も大変順調で、大勢の優秀な学生

さんに当学科に進学して頂くことが内定しておりま

す。 

 学生の自主的なものづくり活動も活発で、ARLISS

（毎年 9月上旬頃に米国ネバダで行われる大学生を

主とした小型人工衛星の打ち上げイベント）への参

加等が目立ちますが、学科／専攻として、活動スペ

ースの提供等の支援が課題です。 

 前述の特任教員以外の当専攻関係の人事では、荒

川義博教授が昨年の 3月末日にご定年を迎えられま

した。 

 最後に大変悲しいお知らせですが、長年に亘っ

て、大学院教育に対して多大なるご貢献をいただき

ました浅沼強先生が 4月 7日に享年 96歳で、佐藤

浩先生が 11月 25 日に享年 89歳でご逝去されまし

た。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 
 

報告 

平成 25 年度航空宇宙会総会、講演会報告 
 

渡辺紀徳（昭和 56/3．原動機学専修） 
 
平成 25 年度航空宇宙会総会および講演会は、平成

25 年 6 月 29 日（土）、東京大学の武田ホールにて開

催されました。前年度の役員会で、総会と Nクラス会

のリンクを強化するため、総会を早く終了することと

なり、講演会を従来より 1時間早く午後 2時に開始し

ました。総会は午後 4時開会となっています。 

今回の講演会では、山川宏氏（昭和 63/3. 宇宙工

学専修、京都大学）にオーガナイズしていただき、「躍

動する日本の宇宙政策」という題目でパネルディスカ

ッションが行われました．パネリストに浅田正一郎氏

（昭和 55/3. 修士、三菱重工）、中須賀真一氏（昭和

58/3. 宇宙工学専修、東京大学）、小山浩氏（昭和 57/3. 

宇宙工学専修、三菱電機）をお招きし、山川氏も含め

て 4 件の講演をいただいた後、討論が行われました． 

 山川氏からは日本の宇宙政策の現状が紹介され、7

名の委員による宇宙政策委員会での政策決定の様子

が示されました．現在の宇宙基本計画では宇宙利用の

拡大と、自律性の確保の 2つの基本方針が採られてい
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るとのことです．浅田氏からは自律的輸送を確立する

ために産業基盤が必要であること、そのための政策を

各国が取っていることが示されました．日本では基幹

ロケットとして HⅡA/B とイプシロンの両方が定義さ

れており、現在は新型ロケットの開発が始まっていま

す。コストを HⅡA の半分とすること、契約から完成

までの期間を大幅に短縮することが目標となってい

ます．続いて中須賀氏からは、衛星の運用状況や準天

頂衛星の現状について紹介されました．準天頂衛星は

当面 4機体制を目指し、将来的には 7機で運用される

計画です．衛星を利用する産業が今のところ広がらず、

今後の拡大が重要とのことです．また、東京大学にお

ける衛星開発についても紹介され、学生の活発な活動

状況が示されました．小山氏からは日本の商用衛星の

現状が紹介されました．通信衛星、観測衛星の需要は

大きく拡大しているところですが、日本のシェアはま

だまだ小さく、これにはかつての米国によるスーパー

301 条の適用が災いしているとのことでした．しかし

ながら徐々にシェアは拡大しており、このために技術

トレーニングをパッケージ化した売り込みなどの戦

略を実施し、技術協力や人材育成に努めているそうで

す．会場を交えた討論では特に人材育成について議論

が行われました．プロジェクトを遂行するにはプロマ

ネ、リーダーの育成が重要であること、小型衛星プロ

ジェクトにより人材育成が有効に行われていること、

リーダーには周囲の人から信頼される資質が必須で

あり、小さいプロジェクトを任せて育てるのが有用で

あること、国際的な付き合いが重要なこと、などが話

し合われました．今後の宇宙活動の更なる発展に向け、

問題点も含めて広範な知見が得られたパネルディス

カッションでした．また、講演会の最後には人力飛行

機チーム F-tec の活動報告が行われました． 

 講演会終了後、平成 25 年度総会が執り行われ、五

代会長の挨拶の後、会計報告と、藤本浩司専攻長（昭

和 55/3. 原動機学専修）による学科・専攻の近況報

告がなされました。また、会長の交代が承認され、加

藤寛一郎氏（昭和 35/3. 航空学専修、東京大学名誉

教授）が新たな会長に就任されました．引き続き武田

ホールホワイエにて懇親会となり、平沢秀雄氏（昭和

19/9.Ⅱ機専修）の乾杯で和やかに懇談が行われまし

た。

 

報告 

イプシロンロケット打ち上げ成功 
 

森田泰弘（昭和 57/3．宇宙工学専修） 
 
 いま私たちは未来を拓くロケットとしてイプシロ

ンの開発を進めています。ご存じのとおり、待望の 1

号機は多くの皆さんの後押しにより見事な成功を収

めることができました。イプシロンのよいところは未

来志向というところにあって、私も過去より未来を考

えるのが好きですが、夢の向こうを考える出発点とし

てこれまでを少し振り返ってみたいと思います。 

いま宇宙開発は大きな歴史の転換点に差しかかっ

ています。これからは小型・高性能・低コストという

概念が大切で、打上げの頻度を上げてチャンスを増や

していくことが今後の宇宙開発利用を活性化する大

きな鍵の一つです。イプシロンロケットは、このよう

な新しい時代の要請に応えるとともに宇宙ロケット

全体の未来を拓くパイロットプログラムです。その目

的は、効率よく打てて使い勝手のよい宇宙輸送システ

ムを作って、みんなの宇宙への敷居を下げることにあ

ります。そのために、私たちはモバイル管制などの革

新技術に挑戦し、ロケットを打ち上げる仕組みの改革

を進めているのです。イプシロン開発のコンセプトで

もう一つ重要なポイントは、開かれた宇宙開発という

概念です。これからの宇宙開発においては、柔軟な発

想で他の産業や異分野と連携していくことが欠かせ

ません。イプシロン自慢の人工知能を用いた自律点検

などは、実は医療の世界では当たり前に近い技術です。

一方、脱・特殊材料、特殊部品と言う考え方も抜本的

低コスト化に向けて避けては通れない課題です。もっ

と身近な材料でロケットを作ってみたら面白そうで

すね。イプシロン 1 号機のフェアリングの耐熱には、

特殊な C/C 材を卒業して工業用の汎用断熱材を上手

に活用しています。さらに踏み込んでいくと、ロケッ

トを作る仕組みの改革にたどり着きます。通称ガンプ

ラ方式と呼んでいますが、目指すはプラモデルのよう

に簡単に作れるロケットです。構造の部品点数をどん

どん減らすとともに、推進薬の作り方を根本から変え

るような研究も進めています。イプシロンの 2号機以

降もこのような改革を着実に推進することにより、宇

宙の裾野を広げていきたいと思っています。 

 



 4

それでは、イプシロン 1号機のフライト結果を見て

みましょう。イプシロン開発ではユーザにとっての使

いやすさという観点を大切にしていますが、1号機で

は 2つのポイントを挙げることができます。まず、PBS

（小型液体推進系をのせた第 4段ステージ）をオプシ

ョンで装着して、液体ロケット並みの高い精度で最終

軌道に投入することが可能になりました。1号機の誤

差は遠地点でもたった数キロで、これは野球でいえば

イチローのレーザビームくらい正確だったと言うこ

とができます。衛星の機械環境については、新規に振

動抑制装置を開発するとともに射点形状も改良し、燃

焼振動と音響振動が衛星に及ぼす影響を低減する仕

組みを作りました。飛行結果は世界でも最高レベルの

乗り心地です。これまでのトラックの荷台が乗用車の

後部座席に変身したと言っても過言ではありません。

さて、未来を拓くイプシロンロケットは世界に胸を張

れる革新コンセプトを内蔵しています。それは、世界

でも初めて人工知能や IT の技術を駆使してパソコン

2台でロケットを打つ仕組み、いわゆるモバイル管制

システムを実現したことです。これは、これまでのロ

ケット開発の常識を覆す革命であり、宇宙輸送系全体

の未来を引っ張る革新技術と言えるでしょう。このよ

うなチャレンジ精神は、固体ロケットにとってはペン

シルの時代から受け継がれてきた大切な遺伝子です。

イプシロンは、まさに伝統と革新が融合した固体ロケ

ットの立派な最新鋭機に育ってくれたと考えていま

す。頑張ってくれた開発チームと応援してくれた皆さ

んを心から讃えたいと思います。 

ここではイプシロンロケットが目指すものを明ら

かにし、それが試験機で如何に実現されたのかを検証

してみました。しかし、イプシロンの挑戦はまだ始ま

ったばかりです。私たちは 2号機以降も段階的に高性

能低コスト化技術の開発を進め、小型ミッションのさ

らなる発展につなげていく計画です。今後ともご支援

をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

報告 

宇宙機卒業設計の現況 
 

中須賀真一(昭和 58/3. 宇宙工学専修) 
 
 一昨年、昨年と、航空機およびエンジンの卒業設計

の現状の紹介があったので、その３回目として今回は

宇宙機の卒業設計の現状を紹介する。時期は他の分野

と同様に卒業論文の試問が終了した 12 月上旬にスタ

ートし、2月下旬に最終試問を迎える。航空宇宙シス

テム学コースの約 32 名の学生は、航空機設計と宇宙

機設計に分かれ、毎年 12～16 名の学生が宇宙機設計

にチャレンジする。卒業論文だけでなく、設計（正式

には「航空宇宙システム（あるいは推進）学計画及製

図」という）を卒業のための必修の単位として現在で

も課しているのは東大工学部の中でも珍しく、そこに、

さまざまな学問分野を統合してシステムを構築する

という航空宇宙分野の特徴が現れている。 

 宇宙機卒業設計では、宇宙で行うミッションを創案

し、それを実現する宇宙機の設計を課している。題材

として学生が選ぶものの中には、通常の人工衛星だけ

でなく、深宇宙探査機、有人探査機、宇宙ステーショ

ンや宇宙ホテル、太陽発電衛星、軌道間輸送機、往還

機など幅広いものが含まれる。往還機に関しては、航

空機卒業設計との区分けとして、翼を使って戻ってく

るビークルは航空機の方に参加することとなってい

る。 

 宇宙機卒業設計では、特に宇宙を利用した新しいミ

ッションを創案するか、あるいはすでにあるミッショ

ンを取り上げる場合には、それを実現するやり方にで

きるだけ新しいアイデアを入れるようエンカレッジ

している。意義や経済性、社会へのインパクトなどの

検討も行ってミッションのアイデアが固まったら、運

用シナリオの検討・軌道設計を経て、宇宙機の概念設

計へ進む。そこでは、電力解析、燃料量の推算、通信

系の回線設計、姿勢制御系の必要能力の推算などによ

り搭載機器のサイジングを実施した後、熱構造系の設

計・解析と機器配置などを行う。毎週 1回の全員が出

席する試問により進捗を管理し、2月末の最終試問で

は、卒論形式にまとめた設計書と 12～16 枚程度の図

面を元に説明させ、それをシステムコースの多くの教

員の目で評価して成績としている。 

 先進的なアイデアはエンカレッジしているが、あま

りにも空想的なものは評価できないので、本学で学ん

だ学問により技術的フィージビリティを評価できる

範囲と制限している。また、できるだけ日本のロケッ

トにより打ち上げのできる重量・軌道に納め、また深

宇宙ミッションでも放射性同位元素を使った発電装

置を使わないなど、日本の持ち駒での実現性を重視し

ているが、状況によってはそれを逸脱することも認め

ている。3年生のときに主として私が教える宇宙工学
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演習、宇宙機制御工学、宇宙軌道力学、航空宇宙機器

システム工学などの講義がベースとなっているが、そ

れだけでは情報は不足しており、さらに過去の卒業設

計や宇宙プロジェクト関連の雑誌論文、学会発表など

多くの文献から必要情報を探す作業も大事な鍛錬と

して実施させているほか、必要時には、JAXA や企業で

活躍する宇宙のプロフェッショナルの先輩に聞きに

行くことも推奨しており、その際にはディスカッショ

ンの中で、自分が抱える問題を超えたさまざまな知見

を得る機会ともなっている。また、卒業論文で行った

研究と絡めた宇宙機システムを検討する学生も多く、

その場合には、自分の研究がどのような出口につなが

るかを自分で考えるいい機会になっていると感じる。

また、ここでの設計をベースに、衛星設計コンテスト

で大賞を取った作品もあり、さらに、東大内で開発が

実際に進んで打ち上げられた衛星が 2 機ある点も付

け加えておきたい。 

 少しめずらしい宇宙機や最近よく取り上げられる

題材を挙げると以下のようなものがある。 

 

1)地球周回人工衛星：デブリ観測・除去、エネルギー  

 供給衛星、人工流星衛星等の新規物も 

2)惑星探査：地球外生命発見を狙ったエンケラドゥス、 

 エウロパ、海王星探査（図参照）などが流行 

3)有人宇宙：宇宙ステーション・ホテル、老人・医療 

 用施設、深宇宙有人探査機など 

4)輸送関係：軌道エレベータ、ステーション近傍での 

 救助カプセル・一人乗り移動機等 

 

 毎年、学生の若い頭で考えた面白いミッションが出

てくるのに出会うことは私としても非常に楽しみで

あり、また、気がつかなかった実現方法を学生が提案

してくれたときなどは非常にうれしい。30 年前の自

分の学生時代を振り返ると、卒業論文が一点突破的に

深く掘り下げていく作業であるのに対し、多くの分野

を統合して、あるシステムを構築する非常に横断的な

作業として私は卒業設計の方が楽しく、かつ勉強にな

ったと記憶している。今後もこの必修課題を通して、

そのような航空宇宙分野の醍醐味を学生が感じ、力を

つけてくれることを願っている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 
 

（１）航空宇宙会総会および講演会のお知らせ 

 下記の要領で開催しますので、ご参加の程お願い申

し上げます。 

１．日時：平成 26 年 6月 28 日（土）14 時開会 

２．会場：東京大学 武田ホール 

〒113-0032 東京都文京区弥生 2-11-16 

東京大学浅野地区 武田先端知ビル 5階 

（下記 URL の地図をご参照下さい。） 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_04_16_j.html 

３．講演会：14 時～16 時 

  講演：加藤寛一郎：『女たちの超音速飛行』 

４．総会：16 時開会 

５．懇親会：総会に引き続き開催 
   会費 \5,000（学生 \1,000） 

 同封の会費振込用紙で、4月末日までにご出欠の回答
をお願いします。必要事項（氏名、卒業年月、コース、
現住所、封筒ラベル下段整理番号、異動）も併せてお知
らせ下さい。下記メール、FAX でも出欠を受け付けてい
ます。「航空宇宙会総会」と明記の上ご送信下さい。 

 

（２）会費について 

 「航空宇宙会会費・通信費」として年額 1,000 円をお

願いしております。同封の会費振込用紙でお振込下さ

い。総会ご参加時にお支払い頂くことも可能です。卒業

後 55 年以上（本年は昭和 33 年卒以前）の方は無料で

航空宇宙会からのお知らせ 

 航空宇宙会総会出欠申込（いずれか） 
 

[1] 会費振込用紙：00150-1-55763 航空会（註：旧
称継続） 
[2] E-mail：

 
 2013 年度卒業設計の例（海王星探査機） 
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す。よろしくお願い申し上げます。 
 
（３）クラス会のお知らせ 

 本年度のＮクラス会、卒業後２年目のクラス会をお

願いしている幹事は以下の通り（敬称略）です。折角の

機会ですので、同期の皆様にお声掛け下さいませ。 

＜昭和３９年卒クラス会＞ 

梶 昭次郎 : 
 
＜昭和４４年卒クラス会＞ 

小野田 淳次郎 : 

長島 利夫 :  
 
＜昭和４９年卒クラス会＞ 

今城 実 :  

中道 二郎 :  

藤井 孝藏 :  
 
＜昭和５４年卒クラス会＞ 

西川 泰藏 :  

吉岡 俊彦 :  

原田 泰弘 :  
 
＜昭和５９年卒クラス会＞ 

加茂 圭介 :  

津江 光洋 :  
 
＜平成元年卒クラス会＞ 

筒井 史哉 :  

中野 英一郎 :  
 
＜平成６年卒クラス会＞ 

二宮 哲次郎 :  

矢入 健久 :  
 
＜平成１１年卒クラス会＞ 

中谷 辰爾 :  

横関 智弘 :  
 
＜平成１６年卒クラス会＞ 

牛尾 正人 :  

藤巻 遼平 :  
 
＜平成２１年卒クラス会＞ 

井戸端 洋彰 : 
 
＜平成２４年卒クラス会＞ 

尾崎 直哉 :  

 
 
（４）第 21 回航空宇宙会懇親ゴルフ大会のお知らせ 

 オリンピックやワールドカップ程ではありませんが、

今年も航空宇宙学科卒業生の懇親ゴルフ大会が下記の

通り行われます。昨年は写真の通り少数精鋭の戦いと

なりましたが、一昨年のようにミニクラス会にご利用

いただくなど、多数の皆様のご参加をお待ちいたしま

す。また、ご参加いただけない方々にもお願いがありま

す。もし航空・宇宙に関連したグッズがあれば、賞品に

使いたいと思いますので、お手数ながら下記幹事まで

お送りいただければ幸いです。 

 

日時：平成 26 年 10 月 6日 （月） 

場所：湘南カントリークラブ 

費用：約 2万 5千円 

 

参加ご希望の方、賞品ご寄付いただける方は、下記幹事

まで。 

日根野 穣 （昭和 32/3.航空学専修） 

Tel/Fax:  

e-mail: 

青村 明  （昭和 46/6.航空学専修） 

Tel/Fax: 

e-mail: 

224-0015 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 
 
＜訃報＞ 
 この一年間に事務局に届けられました訃報です。 
謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上

げます（敬称略）。 
 

氏名 卒業 コース 

神田 國一 昭 37.3 航 

佐藤 浩 昭 20 原Ⅱ 

浅沼 強 旧教官  

 
 

 

 

 


